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概要

 DIASとJaLC研究データDOI登録実験

 DIASにおけるDOI付与

 JaLCプロジェクトへの期待
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データ統合解析システム(DIAS)
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登録実験対象データについて
研究領域

• 気象・気候

• 水

• 都市

• 防災

• 農業・水産

• 生物多様性

• 健康

• 経済
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気候変動予測モデル

気象予測モデル

衛星観測データ

地上観測データ

DIASデータ公開データセットが対象

連携するプロジェクトの研究におけるプライオリティによりデータをアーカイブしてきた。

DIAS公開データセット数推移
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登録実験

• テスト方針

– 識別子を付与する粒度・スライス・
コレクション・多言語等にかかわる
問題を検討

– 既存のメタデータからの変換やプ
ロジェクト内での運用方式などを検
証

• テスト方法

– 識別子付与規則決定

– 対象データセット選定

– DIASメタデータとの対応項目確認

– Webインタフェース、XMLファイル
アップロード、API利用の３つの方

法を実験し、いずれも問題なく登録
できた

• 実験結果

– JaLC, DataCiteへの登録方法は
理解した

– DIASメタデータとJaLCメタデータ

の項目対応も可能（必須項目につ
いて確認した）

• 今後の課題

– 必要なランディングページの設計
と現状の改訂方針作成

– DIASが公開するデータのDOI付
与の手続きとワークフロー作成

– DIASにメタデータがあり、DIAS以
外が公開するデータへのDOI付
与についての調査

DIASは永続的な組織体制が未確定なためこのプロジェクト期間にはDOI実登録は実施しない
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DIASデータ公開プロセス（現状）

公開データは平均10件/年

 メタデータ作成重点項目
 問合せ先(個人、組織やプロジェクトの継続を重要視）

 収録期間と地理空間範囲、キーワード（シソーラスの利用推進）

 データに関するオンライン情報のリンク

 データ利用規約とデータ引用規約

 これらは、データ提供者の編集に加えDIASメタデータ管理者が確認して編集す
る

 メタデータの品質チェック
 問合せ先やオンライン情報を可能な限りリンク切れしないように保守している

 表記ゆれや緯度経度、グリッドの表記等の統一化に努める

データ訂正時等にデータ利用者情報をデータ提供者に通知でき
るように利用記録を管理している
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DIASデータ公開プロセス
データ提供者 DIAS Web     

①データ公開の依頼

②ファイル転送方法とデータID, メタデータ担当者を協議する

③ファイルをDIASに送る

④メタデータ作成依頼

⑤メタデータ入力

⑥DIAS公開サーバにファイルを配置

⑦ダウンロード対象となるファイルリストを登録, データ俯瞰・検索システムに登録

⑧データ利用規約、引用規約の確認とDIAS利用規約、引用規約の周知

⑨データへのアクセス権設定

（利用規約への同意あるいは利用許可申請）

⑩データ公開、利用者がデータダウンロード可能となる

⑫データダウンロード

⑬ダウンロード記録作成

⑭データ利用記録リクエスト

⑮利用記録提供

ログ

ドキュメント・メタデータ

ランディングページ

ダウンロードページ

DOIを導入することで、DIAS公開データへのアクセスルートの多様化が
見込まれる

JaLC/DataCite

DOI登録

DOI 

現状DOI導入

7



DIASオープンサイエンス勉強会の活動

JaLCへの参加を含め、オープンサイエンスのト
レンドにDIASがどう応えるべきかを検討する会

メタデータ，運用体制設計チームを中心とした
DIASメンバーに国立環境研メンバーが加わり、
すでに8回開催した
対話と共創の場をきっかけとして国立環境研が参加

勉強会での議論をベースに、JaLCに対しても不
具合の報告やガイドラインの方向性に対して、
積極的に提言を行ってきた
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ガイドラインへの要望（１）

ガイドラインを継続的にアップデートする仕組
みを構築して欲しい
データDOIと論文DOIの違いについては未だ明確ではない
部分がある

世界的な状況の変化や研究環境の変化に合わせてガイドラ
インの見直しが必要となる

研究データの現場からの意見を集約する場も引き続き必要

多様な分野のデータ提供者が見てわかる「用語
集」を追加してほしい
例：ドメインメタデータ、JaLCメタデータ、データリポジトリ、ラ
ンディングページ、データのライフサイクル、ワークフロー
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ガイドラインへの要望（２）

JaLC会員が主語となる行為に義務・許可・推奨
の違いがわかるようにしてほしい
先行事例に基づいて推奨している部分が大部分ではあるが、

shall（強い強制）、will(弱い強制）、may(許可）などの区別が
文章でわかるとよい

ランディングページに記載する内容に義務・許可・推奨項目
を明確に示してほしい

JaLCがDOI登録機関に対して提供するサービ
スの範囲と責任を明らかにしてほしい

国内の研究データを国内でアーカイブし、世界を
リードするためにJaLCのDOI活動に期待したい
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